
くらしと平和スクール特別公開講座

2018年
生協強化月間

　

梶
原
診
療
所
受
付
の
渡
邉
で
す
。

　

猛
暑
の
夏
か
ら
台
風
の
秋
を
経
て
、
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

梶
原
診
療
所
で
は
10
月
９
日
よ
り
予
約
を
開
始
、
10
月
15
日
か
ら
接

種
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、
ま
ず
は
電
話
ま
た
は

来
所
し
て
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
梶
原
診
療
所
で
の
予
約
手
続

き
の
受
付
時
間
は
９
時
〜
12
時
お
よ
び
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
で
す
。

　

内
科
で
定
期
受
診
さ
れ
て
い
る
方
は
主
治
医
の
先
生
の
診
察
の
際
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
方
は
お
住
ま
い
の
区
か
ら
の
助
成
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
自
宅
に
届
い
た
予
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
区
の
助
成
が

無
い
方
に
つ
い
て
も
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
様
は
組
合
員
価
格
に
て
接

種
が
可
能
で
す
。
接
種
当
日
の
加
入
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
様
や

お
知
り
合
い
の
方
に
も
是
非
お
勧
め
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
例
年
冬
場
に
か
け
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
感
染
症

の
流
行
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
防
接
種
に
併
せ
て
、
手
洗
い
、
う
が
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、
予
防
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

生
協
強
化
月
間
の
ス
タ
ー
ト
企

画
「
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」
が
９
／
29

（
土
）
読
売
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
記
念
講
演
と
し
て
、
今
年

の
３
月
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
梶

原
診
療
所
の
西
本
医
師
に
《「
ふ
れ

あ
い
の
健
康
づ
く
り
」
〜
過
去
か

ら
未
来
へ
〜
》
を
テ
ー
マ
に
当
生

協
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
歴
史
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
中

で
、
当
生
協
の
前
身
で
あ
る
北
区

新
生
会
生
協
時
代
、
地
域
の
健
康

づ
く
り
は
医
師
や
保
健
師
、
看
護

師
な
ど
職
員
中
心
の
「
健
康
管
理

部
」
が
担
い
、
定
期
的
に
行
わ
れ

た
班
会
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
学

習
会
、
健
康
ま
つ
り
や
運
動
会
な

ど
様
々
な
活
動
は
職
員
主
導
で
進

め
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
組
合
員
主
体
の
活
動
が
全
国
的

に
も
謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
組

合
員
主
導
の
保
健
活
動
を
め
ざ
し

て
地
域
組
合
員
を
中
心
に
保
健
委

員
会
（
現
在
の
健
康
づ
く
り
委
員

会
）
を
発
足
、
保
健
大
学
（
現
在

の
健
康
づ
く
り
講
座
）
の
開
校
に

よ
り
、
多
く
の
保
健
委
員
が
誕
生

し
職
員
と
共
に
健
康
づ
く
り
の
活

動
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

今
は
地
域
班
会
の
停
滞
や
支
部
活

動
と
し
て
健
康
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
な
い
な
ど
の
現
状
と
課
題
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
健
康
づ
く
り
運
動
は
「
健

康
寿
命
を
の
ば
す
」
を
テ
ー
マ
に

支
部
活
動
や
班
活
動
を
健
康
づ
く

り
の
場
と
し
て
活
動
を
展
開
し
、

仲
間
を
増
や
し
、
組
合
員
と
職
員

が
協
同
し
て
改
め
て
取
り
組
み
を

進
め
た
い
と
の
提
起
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
中
盤
で
は
参
加
者
全
員
で

「
ふ
る
さ
と
」
と
「
若
者
た
ち
」
を

合
唱
、
集
会
終
盤
に
は
西
本
医
師

の
長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
の
意
を

表
し
花
束
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行

い
、
最
後
に
西
本
医
師
の
「
団
結

が
ん
ば
ろ
う
！
」
の
音
頭
で
強
化

月
間
の
始
ま
り
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

10
月
よ
り
、
な
ん
で
も
運
動
・
脳
い
き
い
き
・

す
こ
し
お
減
塩
・
お
口
の
健
康
・
ス
ッ
キ
リ
快

眠
・
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
６
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
健
康
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
２
か
月
間
、

継
続
的
に
運
動
を
行
っ
た
り
、
塩
分
に
気
を
付

け
た
り
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
し
な
が
ら

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
２
か
月
間
だ
け
行
う
の
で

は
な
く
、
こ
の
２
か
月
間
で
い
か
に
健
康
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
又

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一
例
で
す
が
、
積
極
的

に
お
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
参

加
者
か
ら
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
生
活

様
式
の
変
化
、
価
値
観
の
多
様
化
、
地
域
社
会

の
変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
子
ど
も
が
か

か
わ
る
お
手
伝
い
の
場
が
減
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
お
手
伝
い
は
、
子
ど
も
が
成
長
し
、
社

会
生
活
を
送
る
た
め
に
不
可
欠
な
生
活
技
術
を

身
に
つ
け
た
り
、
温
か
い
家
族
関
係
を
構
築
し

た
り
、
ま
た
、
他
人
の
た
め
に
働
く
喜
び
を
実

感
す
る
た
め
に
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

家
事
の
お
手
伝
い
は
自
分
の
役
割
を
持
た
せ
る

こ
と
で
、
そ
れ
が
で
き
た
こ
と
が
自
信
と
な
り
、

子
ど
も
の
自
立
を
促
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

と
１
か
月
自
分
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
組
織
部　

丸
山
）

（
組
織
部　

一
石
）

東京ふれあい医療生活協同組合では、現在職員
を大募集しております！興味をお持ちの方、お知
り合いが求職中という方、是非法人本部までご
連絡ください！

梶原診療所 病棟看護師／訪問診療看護師／訪問診療アシスタント／医事課事務／
通所リハ介護アシスタント（無資格可）

ふれあい訪問看護ステーション 看護師

ほほえみヘルパーステーション サービス提供責任者／介護職員／アシスタント（無資格可）

デイサービス 介護職員／准看護師・正看護師

本部 組織担当

西本医師の講演風景

睡眠の学習会風景

歩
こ
う
会

（
み
や
ま
え
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
）

日　

程
：
11
月
18
日（
日
）

行　

先
：
昭
和
記
念
公
園

集　

合
：
J
R
田
端
駅
９
時

日　

程
：
12
月
９
日（
日
）

行　

先
：
早
稲
田
周
遊

集　

合
：
宮
の
前
診
療
所
横 

飛
行
機
公
園 

９
時

日　

程
：
１
月
13
日（
日
）

行　

先
：
王
子
七
福
神

集　

合
：
宮
の
前
診
療
所
横 

飛
行
機
公
園 

９
時

コ
ー
プ
の
な
か
ま・荒
川

「
コ
ー
プ
カ
フ
ェ
」

日　

時
：
11
月
８
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

場　

所
：
熊
ま
ね
き
堂（
ハ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
熊
野
前 

中
程
）

参
加
費
：
無
料

☎03-3911-3630/
 　080-4812-8035

担当：百瀬

11
月
で
還
暦
を
迎
え
る
。
子
供
の

頃
に
は
、
還
暦
に
な
る
と
仕
事
を

辞
め
年
金
を
貰
い
な
が
ら
隠
居
生

活
を
送
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

た
。
い
ざ
自
分
が
そ
の
年
齢
に

な
る
と
年
金
は
ま
だ
支
給
さ
れ

ず
、
将
来
へ
の
不
安
が
募
る
▼
10

月
６
日
安
倍
晋
三
首
相
は
、
政
府

の
会
議
で
「
全
世
代
型
社
会
保

障
」
へ
の
改
革
に
向
け
て
、
企
業

に
雇
用
継
続
を
義
務
付
け
て
い
る

年
齢
を
65
歳
か
ら
70
歳
に
引
き
上

げ
る
検
討
に
入
る
よ
う
指
示
し

た
。
２
０
２
０
年
通
常
国
会
へ
の

法
案
改
正
案
提
出
を
目
指
す
と
し

て
お
り
、
年
金
な
ど
社
会
保
障
費

を
抑
制
す
る
狙
い
が
見
え
隠
れ
す

る
。
隠
居
と
い
う
言
葉
は
死
語
に

な
り
、
死
ぬ
ま
で
働
か
な
い
と
暮

ら
せ
な
い
社
会
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
▼
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の

経
費
は
予
定
よ
り
膨
ら
ん
で
い

る
。
陸
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

な
ど
米
国
製
兵
器
の
購
入
が
予

定
さ
れ
防
衛
費
も
膨
ら
ん
で
い

る
。
な
ぜ
、
公
共
事
業
の
費
用
は

膨
ら
ん
で
も
政
府
与
党
は
問
題
視

も
せ
ず
、
抑
制
も
せ
ず
、
更
な
る

ツ
ケ
を
国
民
に
回
す
の
か
。
安
倍

首
相
が
唱
え
る
「
全
世
代
型
社
会

保
障
」
と
言
う
聞
こ
え
が
良
い
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
私

た
ち
も
学
習
す
る
必
要
が
あ
る

▼
11
月
30
日
（
金
）
に
本
田
宏
先

生
の
「
社
会
保
障
切
り
捨
て
日
本

へ
の
処
方
せ
ん
」
と
題
す
る
講
演

会
が
あ
る
。
詳
細
は
他
の
紙
面
に

掲
載
し
て
い
る
の
で
多
数
の
参
加

を
願
う
。

コ
ラ
ム

聴
診
器

（
あ
ま
け
ん
）

２
０
１
８「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」６
コ
ー
ス
で
取
り
組
み
真
っ
最
中

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

 ［お問合わせ先］まちづくり委員会社保・平和部会 ☎03-3911-3630（         ）担当 天沼

　　「キックオフ集会報告」生協強化
月間

福島県郡山市出身。医師（外科医）。
ＮＰＯ法人医療制度研究会副理事長。
前埼玉県済生会栗橋病院院長補佐。

まちづくり委員会社保平和部会主催で、
日常生活の中で切っても切り離せない
社会保障･介護保険制度などのテーマ
で3回連続の講座を開催します。
第1回目は特別公開講座とし、組合員
の皆さん、地域の皆さんも参加できる
形式にしました。参加費は無料です。
多数のご参加お待ちしています。

2018年
生協
強化月間

Dr.本田の
 「社会保障切り捨て日本への
 処方せん」講演会

 （連続３回参加者募集中・詳細は2面／関連記事・１面コラム聴診器）

2017年
開催風景

本田宏先生
ふれあいセンター（梶原電停前）
2018年１１月３０日（金）１４：００から

１２月１日（土）１４：００～

読売プリントメディアホール
北区堀船４－２－１

未定
 （決定後、各診療所に
 掲示します）

講師
紹介

講 師
場 所
日 時

日 時

場 所

内 容

　

夜
寒
が
身
に
し
み
る
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
。
体
調
は
崩
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

さ
て
、
今
月
の
利
用
委
員
会
で

は
、
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
診
察
券
に
描
か
れ
て
い

る
小
鳥
の
名
前
を
決
め
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
ず
は
患
者
さ
ん
、
組

合
員
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
で
小
鳥
の

名
前
を
考
え
投
票
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
中
の
上
位
２
つ
の
名

前
か
ら
利

用
委
員
会

の
役
員
さ

ん
で
最
終

決
定
し
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

決
定
し
た

小
鳥
の
名

前
は
…
…
『
ふ
ぁ
み
ち
ゃ
ん
』
で

す
。
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
ご
来
院
の
際
に
は
医
院

内
に
い
る
『
ふ
ぁ
み
ち
ゃ
ん
』
を

ぜ
ひ
！
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

受 付  窓口から皆さんへ

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニッ
ク

利
用
委
員
会

掲
示
板
虹の声

宮の前地区
●ふれあい粋、活き（いきいき） サロン「あっぷる会」健康チェック
日　時：11月8日(木) 午後1時30分～2時30分　　
場　所：あっぷる館（小台通り）

●西尾久東長寿会　健康チェック
日　時：11月19日（月） 午後1時～2時
場　所：西尾久東町会会館

●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン さくらサロン宮の前
日　時：11月21日（水） 午後2時～3時
場　所：宮の前診療所２階 さくらの部屋　

（
梶
原
診
療
所 

医
事
課　

渡
邉
章
二
）

（
大
木
記
）

掲 示 板

健康づくり委員会

勤務場所 梶原診療所･他

資　　格 普通自動車運転免許 時　　給 1,000円

就業時間 ① 9 : 00～12 : 30　②13 : 30～17 : 00
③ 9 : 00～17 : 00（休憩1時間）※土曜日勤務可能な方は大歓迎

  ※詳細は右記まで
     お問い合わせください。 生協本部  担当 天沼  ☎03-3911-3630

直接来所の場合は、多少の待ち時間をいただくことがあります。
予約の変更がございましたらお電話もしくは受付で対応致します。

診　　察

定期往診・訪問看護

健康診断

 宮の前診療所診療ダイヤ （2018年10月～）

予約制で行っています。お電話か受付にて
ご予約下さい。

組合員健診、区民健診、他各種健診など。職員にご相談下さい。

東京ふれあい医療生活協同組合

宮の前診療所

【 

内
科・小
児
科 

】
【 

外
科・整
形
外
科 

】   

◎
夜
間
診
療 

午
後
6
時
〜

月　曜 火　曜 水　曜 木　曜 金　曜 土　曜

午　
　

前

土屋
（内科）

土屋
（内科）

土屋
（内科）

土屋
（内科）

土屋
（内科）
10時30分まで

土屋
（内科）

荒巻
（内科）

本池
（整形外科）

渡邉
（内科・
整形外科）

東
（整形外科）

午
　
後

土屋
（内科）

本池
（整形外科）

豊田
（内科）

小松田
（内科）

夜
　
間

土屋

受付
時間

午前 ８時３０分～１１時

休診日
日曜・祝祭日

午後 １時３０分～４時
水曜・土曜日の午後夜間 5時～７時（金曜日のみ）

☎03-
３８００-７１１１

職員にご相談下さい。
緊急往診については、外来の状況をみながら対応させていただきます。

土屋医師 定期往診 火曜日・木曜日・土曜日の午後
藤田医師 金曜日の午後

送迎ドライバー急募

職員大募集!

第1弾

「生協パワーアップミーティング」

次回は
年末・年始合併号です。
配布時期は12月末から新年になります。
よろしくお願いします。

「生命の炎」編集委員会 瓦
版

宮
の
前 

（
み
や
ま
え
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
）

（2018年9月末日現在）
17.047名 535.149千円

2018 年

11月号 No.475

［1］2018年11月 ［4］2018年11月No. 475あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念） あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）No. 475

■梶原デイサービスに空きがあります。申込・見学を受け付けています。連絡先☎03-3911-7265
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ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
の
中
で
は
「
わ
」
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
を
、
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
今
日
は
、「
わ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

す
。
日
本
の
文
化
を
表
現
す
る
と
き
に
「
和
」

と
か
「
和
風
」
と
表
現
し
ま
す
。
和
の
精
神

を
、
最
初
に
日
本
に
広
め
た
の
は
聖
徳
太
子
で

す
。
和
の
精
神
を
用
い
て
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
日

本
の
国
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
論
語
に
は
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
和
」
＝
人
と
協

調
す
る
こ
と
と
、「
同
」
＝
た
だ
、
人
と
安
易

に
同
調
す
る
こ
と
は
違
う
の
だ
。
と
い
っ
た
意

味
で
す
。「
わ
」
を
つ
く
る
上
で
は
、
た
だ
人
に

合
わ
せ
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
が

自
立
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
個
人
が

調
和
す
る
事
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
大
事
な
こ

と
は
、
相
手
を
思
い
や
り
、
よ
く
聴
く
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
以
前
、
営
業
職

時
代
の
上
司
か
ら
「
相
手
の
心
の
声
を
聴
き
な

さ
い
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

い
く
ら
正
論
で
、
強
い
主
張
を
し
て
も
、
人
が

動
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
人
の
心
の
声
に
寄
り
添
え
た
と
き
、
相
手

の
気
持
に
な
っ
て
話
し
合
い
が
で
き
た
と
き
、

は
じ
め
て
そ
こ
に
「
わ
」
が
生
ま
れ
、
同
じ
方

向
へ
動
い
て
い
け
ま
す
。「
わ
」
に
関
し
て
、
音

楽
で
は
音
と
音
の
重
な
り
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
「
和
音
」
と
呼
び
ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ

く
る
コ
ツ
は
、
や
は
り
他
の
音
を
よ
く
聞
く
こ

と
な
の
で
す
。
そ
の
上
で
、
自
分
の
音
を
し
っ

か
り
と
出
す
こ
と
。
み
ん
な
が
同
じ
音
を
出
せ

ば
、
一
つ
の
音
、
単
音
で
す
。
強
い
音
に
周
り

が
つ
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
調
和
が
と
れ
ず
不
協

和
音
と
な
り
ま
す
。
自
分
の
音
を
し
っ
か
り
と

出
し
、
相
手
の
音
を
聞
い
て
調
和
す
る
。「
和

し
て
同
ぜ
ず
」
は
、
調
和
を
つ
く
る
上
で
ぴ
っ

た
り
の
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

「
和
し
て
同
ぜ
ず
は
、

よ
く
聴
く
こ
と
か
ら
」

連 載⑱
〝
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
〞チ
ー
ム
よ
り

（
山
根
記
）

　

平
成
30
年
９
月
22
日
（
土
）
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
て
、
梶
原
診
療
所
外
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
懇
談
会
が
行

な
わ
れ
、
外
来

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
、
医
師
、
看
護

師
、
介
護
福
祉

士
、
事
務
ス
タ
ッ

フ
、
23
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今

回
は
、
ほ
ほ
え

み
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
所

長
の
町
田
職
員

に
講
師
を
依
頼

し
、「
外
来
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
患

者
さ
ん
を
安
心

し
て
、
ご
案
内
す

る
た
め
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外
来

の
患
者
さ
ん
は
、
杖
を
つ
い
て
い
る
方
、
車

い
す
の
方
、
送
迎
で
来
ら
れ
る
方
等
、
さ
ま

ざ
ま
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
受
診
し
て
頂
け
る
よ

う
、
車
い
す
の
使
い
方
や
、
杖
歩
行
の
方
へ
の

お
手
伝
い
の
仕
方
を
中
心
に
学
習
し
ま
し
た
。

学
習
会
の
後
は
、
意
見
交
換
会
を
し
、
昼
食

の
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
の
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。
意
見
交
換
会
の
中
で
は
、
ス
タ
ッ

フ
と
の
連
携
に
関
し
て
、
特
に
ド
ラ
イ
バ
ー

さ
ん
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
送
迎
の
患
者
さ

ん
を
ス
ム
ー
ズ
に
ご
案
内
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
、

今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
梶
原
診
療
所
で
は
、
外
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
大
募
集
中
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
声
か
け
下
さ
い
。

梶
原
診
療
所  

０
３

－

３
９
１
１

－

５
１
７
１

担
当
：
山
根

　
学
会
で
は
、
小
児
科
に

関
連
す
る
他
科
か
ら
の
講

義
が
あ
り
ま
し
た
。
参
考

に
な
る
話
を
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

❶
歯
が
生
え
る
前
（
５
〜

６
か
月
）の
時
期

　
滑
ら
か
に
す
り
つ
ぶ
し
た

状
態
で
与
え
ま
し
ょ
う
。
こ

の
時
期
は
食
べ
る
こ
と
味
わ

う
こ
と
に
慣
れ
る
こ
と
が
目

的
。
焦
ら
な
い
で
お
母
さ
ん

も
口
を
「
あ
ー
ん
」
と
開
け

て
、
ゴ
ッ
ク
ン
と
見
せ
な
が

ら
進
み
ま
し
ょ
う
。

❷
下
の
前
歯
が
生
え
始
め

る（
７
〜
８
か
月
）時
期

　
舌
と
顎
で
つ
ぶ
せ
る

硬
さ
で
調
理
。
お
母
さ

ん
の
作
っ
た
も
の
を
口
に

入
れ
、
歯
を
使
わ
ず
に
舌

で
上
顎
に
押
し
付
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
あ
る
程
度
の

大
き
さ
や
厚
さ
が
あ
る
方

が
つ
ぶ
し
や
す
い
事
が
解

り
ま
す
。
食
べ
や
す
い
よ

う
に
と
全
て
小
さ
く
す
る

と
、
つ
ぶ
す
感
覚
が
わ
か

り
に
く
く
、
丸
の
み
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

❸
上
下
歯
が
生
え
て
奥
歯

の
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
く

る（
９
〜
11
か
月
）
歯
ぐ

き
食
べ
期

　
一
口
量
を
知
る
時
期
で

す
。
熟
れ
た
バ
ナ
ナ
と
か

厚
焼
き
玉
子
ぐ
ら
い
の
硬

さ
の
物
を
前
歯
で
噛
み
切

る
こ
と
を
さ
せ
る
時
期
で

す
。
噛
み
取
ら
せ
る
練
習
を

繰
り
返
す
う
ち
に
一
口
量
が

解
っ
て
き
ま
す
。
量
を
考
え

ず
に
与
え
る
と
丸
の
み
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

「
歯
の
発
達
に
合
わ
せ
た

乳
児
の
食
べ
方
」

　高齢者のポリファーマシー（薬の飲みすぎ）が、
マスコミや週刊誌でも取り上げられるようになりま
した。ポリファーマシーとは、多剤服用で害をなし
ている状態、あるいは害をなす可能性のある状
態のことを言います。
　薬剤の種類が6剤以上の方では有害事象が
でやすいことや5剤以上服用している通院患者
では転倒する危険性が増加することが明らか
になっています。そのため、海外では一日5剤以
上、我が国では6剤以上の薬の処方をポリファー
マーシーの目安としています。
　一方、ポリファーマーシーは必ずしも薬の数の
問題だけを指すのではなく、その内容も問題にし
ています。つまり、不要な処方が続けられていた
り、同じ効果の薬が重複して処方されるなどの不
適正処方があればポリファーマシーと考えます。

　高齢者は多くの疾患を持つ人が多く、薬の

数は多くなりがちです。我が国では75歳以上の
41.7％は5剤以上、25.4％は7剤以上の薬を処方
されており、85歳～89歳の人が最も多くの薬を処
方されています。年を取っても薬物の吸収はそれ
ほど低下しないと言われていますが、一方で肝
臓や腎臓での代謝や排泄が低下するため、薬
が蓄積しやすく副作用が出やすくなるのです。ま
た高齢になると物忘れが出現しやすいため、大
事な薬を飲み忘れたり、重複飲みをしたりし、薬
の問題は起こりやすくなります。残薬は約9割の
薬局、約5割の患者が経験しており、わが国で飲
み残される潜在的な薬剤費は年間475億円にも
及ぶと推計されています。
　実は、多くの疾患をもち、体や認知機能に障
害をもっている虚弱の高齢者や在宅医療を受
けていたり、施設入所中の80歳以上の高齢者
に用いる薬については、質の高い医学的根拠
はほとんどないと言われています。有効性低く、
害が大きい薬剤からやめていく、減らしていくこ
とが大切です。

　ポリファーマシーになる要因としては、後期高
齢期になる複数の慢性疾患を有し、複数の病
院で複数の科にかかるようになり、たくさんの薬
を処方されるパターンが挙げられます。後期高
齢期になると幾つもの遠くの専門病院に通院す
るのはやめて、近くのかかりつけ医に一本化し、
減薬してもらうことをお勧めします。もう一つは、
薬の効果をきちんと評価せずに上乗せしていく
ことが原因であることが多く、根拠の少ない薬剤
はなるべく用いない心構えを医師、患者双方が
持つことだと思います。また、特に高齢者に害を
与える可能性が高いベンゾジアゾピン系といわ
れる安定剤や睡眠剤などを極力用いないように
することも大切です。
　多くの人は薬が少ないほうが良いと思っていま
すが、医師に遠慮して言えないことも多いようで
す。梶原診療所では、外来、在宅、病棟の全部門
でポリファーマシーに取り組んでいます。薬を減らし
てほしい希望があれば、遠慮なくご相談ください。

平原 佐斗司梶原診療所 内科医

ポリファーマシー(薬の飲みすぎ)

2018年度

理事会
から

　

2
0
1
8
年
度

　

第
４
回
理
事
会

－

開
催
日
９
月
６
日

①
８
月
加
入
49
名 

増
資
２
、

０
１
４
千
円　

班
会
開
催
８

月
11
班
②
８
月
診
療
所
外

来
昨
年
比
１
０
４
％　

在

宅
１
１
４
％
、
訪
問
系

１
０
１
％

①
７
月
度
経
営
状
況
に
つ
い

て　

経
常
利
益
５
２
４
万
円

②
職
員
昇
格
人
事
に
つ
い
て

③
理
事
会
方
針
、 

権
限
と
法

人
目
標
の
検
討

　

梶
原
診
療
所
に
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
高
齢
者
の
方
が
体
操
や
入

浴
、
趣
味
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
は
活
動
の
お
手

伝
い
や
食
事
の
準
備
、
傾
聴
し
て
下

さ
る
日
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来

て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月

大
正
琴
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
書
道
に
来

て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
い

ま
す
。
利
用
者
様
の
中
に
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
私
た
ち
職
員
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
教
わ
る
こ
と
も

多
く
あ
り
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
に
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
社
会
と
の
関
係

が
希
薄
に
な
る
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
と
の
関
わ
り
は
貴
重
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募

集
中
で
す
！
是
非
！

（
原
記
）

（
内
科
・
小
児
科
医　

倉
信 

均
）

在宅の窓 Vol.102

▼〔
協
議
検
討
事
項
〕

▼〔
報
告
事
項
〕

⑬

  ポリファーマシーとは？
  ポリファーマシーへの対策は？

  高齢者で特に問題となるポリファーマシー

在宅サービスに
デイサービスがあります

「
外
来
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
談
会
」開
催
さ
れ
る

梶原診療所
デイサービス
大内光儀さん(93歳)の
作品です。
デイサービスには趣味の時間
という時間があります。
カレンダー作り、ちぎり絵、張り
子等の作成や、体を休める方、
新聞や本を読んだりおしゃべり
したり…
そんな中、作品作りの中で一
番人気なのが籐を使ったかご
作りです。
上、下、と丸く編み、立ち上げ
て形を整えながらさらに外、中
と編んでいきます。
細かく、また指の力も必要とし
とても難しいのですが、作り始
めると皆さん時間を忘れ集中
して取り組まれています。
ご家族からの「私の分も！」との
リクエスト、結婚祝いや誕生日
のプレゼント、自分用に果物や
お菓子入れに、など様々な思い
のこもった素敵なかごです。

絵手紙・写真・手芸作品を毎号交互に紹介していきます。

　
「
す
ま
い
・
地
域

づ
く
り
の
会
」
は
、

２
０
１
２
年
１
月
か

ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

地
域
の
つ
な
が
り
を

と
り
も
ど
し
、
新
し

い
つ
な
が
り
を
育
て
、

み
ん
な
の
「
す
ま

い
」
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
地
域
づ
く

り
の
活
動
か
ら
始
め

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
「
サ
ロ
ン
チ
ー
ム
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー

ム
」
に
分
か
れ
「
か

あ
さ
ん
の
茶
の
間
」

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
か
あ
さ
ん
の
茶

の
間
」
は
、
週
２
回

（
火
曜
日
・
木
曜
日
）

午
後
１
時
か
ら
５

時
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
人

が
集
ま
り
、
お
茶
飲
み
や
話
を
し

て
、
自
由
な
時
間
を
過
ご
す
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
こ
っ
と

お
菓
子
付
き
で
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・

日
本
茶
を
１
０
０
円
で
用
意
し
て

い
ま
す
。
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会　

天
沼
記
）

現在のメンバーは8名です。毎週火曜日14時、ふれあいセン
ターで開催しています。
ご興味のある方は、ぜひ、お越しください。

太極拳サークル

くらしと平和スクール連続講座・参加者募集中

30回目を迎えた「くらしと平和スクール」。昨年度に引き続き、連続3回の講座を準備しました。テーマは「社会保障と
平和」「介護保険制度」「地域の見守り」です。励まし合いながら学習しませんか？ぜひ、一緒に参加しましょう。
参加費は無料です。全３回の講座を全て参加された方は、皆勤を称え修了書を授与いたします。

私達を取り巻く今日的な課題を勉強する場です。

連続3回講座内容

東京ふれあい医療生活協同組合 
まちづくり委員会社保・平和部会 
☎03-3911-3630 担当:天沼11月26日（月）  受講申込・

 問合せ先
 申込
 締め切り日

講座番号 開催日時 講座名 講　師 備　考

1
11月30日
（金）
14時～

Dr.本田の
「社会保障切り捨て日本への
 処方せん」
会場：ふれあいセンター

本田宏氏
（外科医、ＮPO法人医療制度研究会
 副理事長）

公開講座

2
12月6日
（木）
14時～

「最新の
 介護保険制度について」
会場：ふれあいセンター

飯田まり子職員
（相談室／社会福祉士、
  介護支援専門員）

受講生限定

3
12月14日
（金）
14時～

「高齢者見守り活動／悪質商法の
 手口と対処法。被害発見時の対応
  など」
会場：ふれあいセンター

秋山尚子氏
（公社 全国消費者生活相談員協会
  会員）

受講生限定

過去に受講された方も
初めての方も大歓迎！! 日  時

場  所

最寄り駅

内  容

協賛団体

11月11日（日）
10：00～14：00
日本製紙物流・日刊スポーツ構内、
読売新聞社公開歩道
北区堀船4-2-2
都電荒川線「荒川車庫前」
下車徒歩５分
健康チェック・体力チェック、健康
相談、住宅相談、模擬店企画、
木工教室他、こども企画、ステージ
企画、フリーマーケット
日本製紙物流㈱・㈱日刊スポーツ、㈱読

売プリントメディア、東都生活協同組合、キャンモア、
明美和菓子店、三王堂薬局、王子消防団第一分団、
東京土建北支部、北区健康推進課王子健康支援セン
ター、東京福祉大学、福島有機野菜ネットワーク、遊
園地通り商興会主催「あらかわ遊園地通りマルシェ」

2018年梶原健康まつり
日程のお知らせ

主催者からのお願い
●来場者の駐車場はありません。
●ゴミの処分にご協力ください。
●自転車は主催者が指定した場所に止めてください。
●アルコールはご遠慮ください。
●喫煙は指定された場所でお願いします。

　　　　　  私たちのサロン「かあさんの茶の間」「すまい・地域づくりの会」
主催

人
目
標
の
検
討

［3］2018年11月 ［2］2018年11月No. 475あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念） あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）No. 475

■サロン「かあさんの茶の間」＝毎週火・木曜日 午後1時～午後5時・ふれあいセンターB ■「生命の炎」づくりにあなたの知恵と力を貸してください（編集委員を募集中）☎03-3911-3630 天沼まで


